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副交感神経 の 求心 系 は感覚伝達系の 機能の 他 に 個体保存の た めの 諸反射に 必 須の 役割 を果た し， そ
の 上 位脳 へ の 投射 に は， 毛 帯外系が主 要な経路 をな す と考え られ る． 本研究 は仙髄系副交感神経 に属す る
骨盤神経の 求心 系に つ い て の 検索 を 目的と し， 浅麻酔非勧化 した ネ コ 40 匹に お い て， 骨盤神経 の 電気刺激
に よ る誘発電位を 視床髄板内核群 ， 中脳網様体， お よ び 中脳網様体の ほ ぼ 中央に 位置す る赤核か ら記録
した
． 視床髄板内核群で は主 と して 正 中中心核と束傍核か ら， 陽 一 陰 一 陽性 の 3相性波が両側性 に広範囲
に 記録さ れ た． 初期陽性波の 立 ち上 が り潜時は 20．1 士2 ．8 m se cくm e a n士S． D．1 くn ニ 20l， 持続は 65．4 士
24．4 m s e c， 振幅闇 62．6士42．9pV で あっ た ． 視床髄坂内核群の 基幹 を なす正 中中心核 に お い て ， 15 Hz 以
上 の 高頻度刺激 で 反応が 消失し， 連続 2発刺激 に よ る 回復過程 で 完全回復に 400 m s e cの 刺激間隔を要 し，
サイ ア ミ ラ ー ル ソ デ ィ ウム の 経静脈的投与 に よ り反 応が抑制さ れ完全 回復 に 120分 を要し た． 骨 噺中経刺
激に よ り最大の 反応が得ら れ る部位に 電極 を固定し， 体表皮膚を電気刺激し たと こ ろ， 体表刺激 に よ る誘
発電位が得られ ， 正 中中心核 へ の 収束を認 めた ． 中脳網様体で は骨盤神経電気刺激 に よ り， 背外側部の 上
丘深 部と 中心 被蓋 路の 2 つ の 領域か ら ， 陽 一 陰 一 陽性の 3相性波が両側性 に 得られ た． 初期陽性披の 立 ち
上 が り潜時 は前者 で は 15．6士1．9m s e cくn ニ 151， 後者 で は 16．5士3．2 m se cくn ニ 151， 持続 は前者 で は
28．1 士3．3 m se c， 後者で は 34 －2士4 ．4 m se c， 振幅は前者で は 75．8士26．1jLV， 後者 で は 58．6士32．3JLV で
あ っ た
． 赤核 で は骨盤神経電気刺激に よ り大細胞部分 と小紙胸部分 の 両部位 から， 陽 一 陰一陽性の 3相性
波が広範囲に わ た っ て 両側性 に 得 られ ， 大細胞部分の 内側腹側部 で は 150メV 以上の 大き な振幅 の 反 応が
得ら れ た． 初期陽性波の 立 ち上 が り 潜時 は17．7士2．5 m se cくn ニ 1 5l， 持続 は 44 ．8士 10．2m se c， 振 幅は
85．2士23，3ノノV で あ っ た ． 以上 よ り， 骨盤 神経求心系 は視床髄坂内核群， 中脳網様体， お よ び赤枝 へ 投射
し， 正 中中心 核 へ の 投射は体局在性を 示 さず ， 脳幹網様体 を介 した多 シ ナ プ ス性 の 反 応で あると 推定 され
る
．
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骨 盤神経 は仙髄系副交感神経に 属 し， 膀胱， 直腸，
お よ び生殖器 な どに 分布 し， その 求心 系 は排尿排便反
射や骨盤神経腹圧 反 射1 12Jに 必 須の 役 割 を果 た し て い
る
． さ ら に こ の 神経は 尿意 ． 便意の ほ か ， 骨盤内臓痛
覚 な ど の 感覚 の 伝達 に 最も 重要 な役割 を果 し て い
る3 ト 51
．
ネ コ に よ る検索で は， 山本 らり2 囲 6 ト朝 は骨盤神
経の 電気刺激に よ る 神経電気記録図で ， そ の 求心 系が
Gr o upIIお よ び Gro upIII よ り な る と述 べ た ． そ し て
腹圧 反 射 を生 ず る骨盤神経 の 求心 系は Gr o uplII線維
群 で あ り， 主 と し て Slお よ び S2の 後根 を経て ， 脊髄側
索 を両側性 に 上行 し， そ の 主 な反射中枢 は延 髄外側網
様体に 存在 し， 橋も ま た この 反射 に 影響 をも つ と 主張
し た
． 北村ら91 は， 骨盤神経電気刺激に よ っ て 脊髄 に お
ける その 求心 系を検索し， 誘発電位を上 部頚髄で は前
側索か ら， 下 部胸髄 で は後側索か ら両側性に 記録 し，
後索か ら は記録 され なか っ た と述 べ た ． 永谷 ら1 01は，
A b br e viatio n s こC G， C e ntralgr ay 三C M， C e ntr O m edia n nu cle usニ C T T， C entr altegm e ntal
tractニ D M， dors o m edial n u cle u sニ F， fro ntal pla n ei H， horizontal positio nニ L， later al
po sitio nニ M R F， m e S e n C ephalic reticularfor m atio nニ P f， pa r afas cic ular n u cleu s三 R Nm c，
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骨盤神経の視床特殊核群 へ の 投射 に つ い て電気刺激に
よ る誘発電位の 方法を用 い ， 後外側腹側核背外側部の
限局し た部位 か ら両側性 に 反 応を記録 し， 長谷 川 ら
1 11
は， 大脳皮質眼葡面に 最 も著明な 反応 を得， こ れ は い
ず れ も両側前側索の 切戟 に よ り 消失 す る こ と を認 め
た． した が っ て骨盤神経 の 上 位 へ の 投射系路は ， 主 に
側索毛帯外系に よ るも の と考 え られ る ．
著者は ネ コ 骨盤神経 を電気刺激 し， 平均加算法を用
い て誘発電位 を記録 す る こ と に よ り， 毛帯外系 に 属す
る視床髄板内核群， 中脳網様体， お よ び中脳網様体の
ほ ぼ中央に 位置す る赤核 へ の 骨盤神経求心系の 投射を
検索 した ．
材料 お よ び 方法
1 ， 実験動物 の 準備
実験 に は体重 2．5へ 4 ．3 kg の 成 ネ コ 40 匹 を使 用 し
た
．
サ イ ア ミ ラ ー ル ソデ ィ ウ ム 20m gノkg， また は ベ ン
ト パ ル ビ タ ー ル ソ デ ィ ウ ム 25m gノkg の 静脈内注射 に
よ り麻酔導入 し， 股 静脈 に ポ リ エ チ レ ン チ ュ ー ブ を挿
入 ， 実験 中の 補液お よ び薬剤投与の 経路と し た． 各手
術創 に は 1％リ ドカイ ン を注射 した ． 気 管切開 を施 し，
パ ン ク ロ ニ ウム ブ ロ マ イ ド 0．1 m gノkg の 静脈内注射
に よ り非動化 した後， 人 工呼吸器 に接続 し て 間歓陽圧
呼吸 を維持 した ． 維持麻酔 と し て は alpha － Chlo r alo se
を用 い ， 実験 中パ ン ク ロ ニ ウ ム ブ ロ マ イ ド と共 に適宜
追加 し， 浅麻酔非動化の 状態 で 実験 を行な っ た ． 実験
室の 室温は 27
0
C， 湿度 70％に 保 ち， 動物は温 水 パ ッ ド
に て直腸温35へ ■380Cに 維持 した．
2 ． 骨盤神経お よ び脳 の霹出と電極装着
Ya m a m ot らり の 方法 に 従 っ て 腹 部正 中切 開 を 行
な い ， 両側骨盤神経 を露出 し， 直腸側壁の 位置 で電極
間距離 2m m の銀線双 極電極 を装着 し て刺激電極 と
した
． 電極周囲に は ミネ ラ ル オイ ル を含ま せ て， 綿と
パ ラ フ ィ ン絶縁膜を置き ， 神経 の 乾燥， お よ び電流漏
洩に よる 障害 を避け た． 骨盤神経 に 近接 して存在 する
閉鎖神経 は圧挫切断した ． 外 尿道 口 か ら膀 胱 へ カ テ ー
テル を挿入 して導尿し， 骨盤 神経 の 電気刺激に よ り膀
胱内圧 が 上昇 す るの を確か め， 電 流漏洩の な い 事 を確
認 した後， 腹壁 を縫合 し伏臥位と して 頭部 を定位脳固
定装置に 固定 した． 固定器 に よ る 圧点に も 1％リ ド カ
イ ン を注射 した， 頭部を正 中切開 し， 歯科用 ドリ ル お
よび砕骨紺 子 を用 い ， 電極刺入 に 必要な部位 を関頭 し，
硬膜 を切開 して 脳表を露出した ． 露出し た大脳皮質に
は 37ノ ー38
0
Cに 温 め た ミ ネ ラ ル オイ ル を お き 冷 却と乾
燥を防 い だ． 体表皮膚 の 刺激に は， 電極間距離 5m m
の 鋼線刺激電極 を顔面 ， 前肢， 後肢，月工門か ら 外側 2c m
の 各皮膚に 刺入 して 行 な っ た ．
3 ． 神経の 電 気刺激お よ び誘発電位の 記録
骨盤神経 と各皮膚の電気刺激 に は アイ ソ レ 一 夕 ー
く日本 光電 S S－101Jう を介し た電気刺激装置 く月 本光
電 S E N－11011に よ り， 持続 0．5 m sec の 矩形波電流 を
用 い た ． 誘発電位の 記録 に は， 電極 の 刺入 を容易に す
る た め に ， カ シ ュ ー 塗 料 で 絶 縁 し た 外径2 00声 の ス
チ ー ル パ イ プ に ， 直径 50ノ上 の テ フ ロ ン コ ー テ ィ ン グ し
たタ ン グス テ ン 線 を挿入 し， そ の先端 を約 70声 突出さ
せ た 単極電極 を使用 した． 不 関電極 と して 銀製の ネ ジ
を前頭骨上 に 装着 した ． 誘発電位は ， 商人 カイ ン ピ ー
ダ ン ス 前置増幅器 く日本光電 A V Z－81， お よ び時定数
0．3秒 に 設定 した R C増幅器く日本光電 A V H－101を用
い ， オ ッ シ ロ ス コ ー プ く日本光電 V C－10う で 観察する
と共 に ， 電子計算機く日本光電 A T A C－4501 に よ り 50
回平均加算 し， X － Y プ ロ ツ タ ー くHe wlett pa cka rd
7225 Aplotte rlを用 い て 記録 した． 記録 電極 はJa sper
ら1 21の 脳地 図に 従 っ て ， マ イ ク ロ マ ニ ピ ュ レ ー タ ー に
よ り刺入 した ．
4 ． 記録部位の 確認
記録が終 わ っ た時点 で， 電極刺入 の 一 か 所に お い て，
記録電極を陰性 と し て 70ノ上A を 60秒間直流通電 し，
電極先端に 壊死 巣 を作製 した． 実験終了 後脳 を 10％ホ
ル マ リ ン で 固定 し， セ ロ イ ジ ン包埋 した あと 50ノノ の 連
続切片 を作製し ， ニ ッ ス ル 染色 を施 し て 通電に よる壊
死 巣 の 位置 を確認 し， 記録 点の 位置 を補正 した ．
成 績
骨盤神経 を開催上 の 強 さく0．5 m se c， 5 V， 1Hzlで
電気刺激 し た． 記録 した 誘発電位はJa sper ら1
21 の 脳
地図 に 投射 した ． 図1 へ 6 で は基 準面 か ら前方の 面を
F， 基準点よ り側方お よび 上下 方の 位置を そ れ ぞれ L，
H で 表わ し， 数字の 単位 は m m で 示 した ． 視床髄板内
核群， 中脳網様体， 赤核の 各部位か ら誘発電位が得ら
れ た
． 図1 は基準面よ り前方7．5 m m， F7 ．5の 断面で ，
正 中中心 核くC entr O m edia n nu clens， C Ml で 反 応を記
録 し た． 図2 は基準面 よ り前方 7 m m， F 7．0 の 断面で ，
正 中中心 核， 束傍核 くpa r afa scic ula r n u cle u s， P fl，
お よ び 赤核ノJl細 胞部分 くpa r vo cellula rpart ofthe red
n u cle u s， R Npcl で 反 応 を記録 し た． 図3 は基準面よ
m agn o cellularpart ofthe red n u cle u sニ R Np c， parV O C ellula rpa rt ofthe red n u cle us三 Sl ，
arst s a cral n erv e三S2 ， S e C O nd s a cr al n er v eニ S C， S uperior c ollic ulusニ V B， V e ntr Obas al
C O mple xニ V P L， V e ntralpo ster olate r al n ucle us．
骨盤神凝甘 視床髄板内核群お よ ひ 中脳 へ 山 投射 47
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Fig． 1． Ev oked potentials r e c o rded in tr a n s v ers s ectio n of F7．5by ele ctric stim ulatio n of
c o ntralate r alpelvic n e rv e． Bla ck dotsindicate r ec o rded site s． F 7．5isthefr o ntalpla n e of
7．5 m m ahe ad fro mthe z er ofr o ntalplan e． Ho riz o ntalpo sitio n s abo v e z er o a reindic ated
H l．0， H 2．0， etC．， While thos ebelo w z e ro a r ede sign ated 壬ト 0．5， HNl．O in millim eter s．
Lateral positio n sto theleft o rto the right ofthe mi dline a r ede sign ated L 2．0， L 3．0， etC －
in mil im eter s．
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Fig． 2． Ev oked pote ntials r e c o rdedin tra n sv er se se ctio n of F7．Oby ele ctric stim ulatio n of
c o ntr alate r alpelvic n e rv e． Bla ck dotsindicate rec o rded sites． F 7，O isthefr o ntalpla n e
of 7．O m m ahe ad fro m the zer ofr ontal pla ne ． Ho riz o ntal po sitio n s abo v e z er o a re
indic ated H l．0， H 2，0， etC． ， While tho s ebelo w z e ro a r ede sign ated H
－ 1．0， H－2．0， etC． in
millim eter s． Later alpo sitio n sto theleft o rto the right ofthe mi dlin e a r edesign ated L
l．0， L 2．O， etC． in millim eter s．
148 若
り 前 方5 m m， F 5．0 の 断 面 で ， 赤 核 大細 胞 部 分
くm agn o c e11ula rpa rtofthe red n u cle u s， R Nm cI で
反応を記録 し た． 図 4 は基準面 よ り前方 4 m m， F4 ．0
の 断面 で ， 中脳 網様 体 くm e se n c ephalic r etic ula r
fo r m atio n， M R Fl， 中心被蓋路 くc e ntral tegm ental
J二5 0川
40m 8争C
tra ct， C T Tl， お よ び赤核大細胞部分 で 反応 を記録 し
た
． 図5 は基準面 よ り前方 2m m， F 2．0の 断面で ， 中
脳網様体 ， 中心 被蓋路 で 反 応 を記録 した ． 図 6 に は，
図 1句 5 ま で の各断面 か ら記録 した誘発電位 の 分布を，
第 1陽性波の 振幅別に 示 し た．
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Fig． 3． Ev oked pote ntials r e c o rded in tr an SV e rS e Se Ctio n of F 5．O by ele ctric stim ulatio n of
C O ntralater alpelvic n e rv e． Bla ck dotsindic ate re c o rded sites． F 5．O isthe fr o ntalplan e
Of5．O m m ahe ad fr o m the z er ofro ntal pla n e． Ho riz o ntal po sitio n sbelo w z er o a r e
de sign ated H
－ 2．0， H
－ 3．0， etC． in millim ete rs． Late ralpo sitio n stotheleft o rtothe right
Ofthe mi dlin e a r ede sign ated L l．0， L 2．0， etC．in milim eters．
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Fig－4． Ev oked potentials re c o rded in tra nsv e rse section ofF 4．Oby ele ctric stim ulatio n of
C Ontralate ralpelvic n e r v e． Bla ck dotsindic ate r ec o rded site s． F4．O isthe frontalpla n e
Of 4．O m m ahead fr o mthe z e rofro ntalpla n e． Ho riz o ntalpo sitio n abo v e z e roisindic ated
H l．0， While tho sebelo w ze ro a red sign ated H
－ 1．0， HM2．0， etC． in millim ete rs． Later al
po sitio n sto theleft o rto the right ofthe midlin e a r edesign ated L l．0， L 2．0， etC ． in
millim ete rs．
骨盤神経の 視床髄板内核群お よ び中脳 へ の 投射
工 ． 視床髄横 内核群 に お け る誘発電位
1 ． 誘発電位の 波形 ， 分布， 潜時， 振幅
視床髄板内核群で は， 反応が 得られ たの は 主と して
正中中心核 と束傍核 に お い て であ っ た ． 誘発電位の波
形 は基本的に 陽 一 陰 一 陽性の 3相性波 であ っ た ． 初期
陽性波の 振幅が 25月V 以上の 誘発電位が得 られ た部
位は広範囲 に わ た っ て い た く図 1， 2， 61． 初期陽性波
が 50声V 以上 の 大き な振幅の 反 応が 得 られ た 部位は，
尾側 で は 中心 か ら背側 に か け てく図2， 6う， 吻側 で は 中
心 か ら腹側部 に か け て で あ っ たく図 1， 6う． 反応 は両側
性に 得ら れ， 対側刺激の 場合， 初期陽性波の 立ち上 が
り潜時 は 20．1 士2．8 m se cくm e a n士S．D ．1 くn 二 20l， 頂
点潜時は 35．6士9．1 m se c， 持続 は65，4士24 ．4 m s ec，
振幅は 62．6士42．9ノノV で あ っ たく表 1う． 陰性波と 第2
陽性波の 潜時と振幅 に つ い て は各実験 に よ り変動が大
きか っ た ． 同側骨盤神経刺激 に よ る反応の 初期陽性波
の 立 ち上 が り潜時は， 対側刺激の 反応 の それ に 近似 し
て お り， 振幅 は対側刺激 に よ るそ れ の 平均 75．8％と や
や小 さ か っ た ．
2 ． C M で の 誘発電位の 検討
骨盤神経電気刺激 に よ り C M で 得 ら れ た誘発電位
をさ ら に 検討する た め に ， 典型 的な 波形で 最大の 反 応
が得られ た 位置 に 記録電極 を固定 し， 以下の よ う な実
験 を行 な っ た ．
い 表在皮膚節の 電気刺激 に よ る誘発電位と の 比 較
顔面， 前肢， 後肢 ， 肛 門か ら外側 2c m の 各体表皮膚
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電位を図7 に 示 し た． 各体表刺激は骨盤神経刺激と同
じパ ラ メ ー タ ー で行 なっ た ． 各体表刺激 に よ る誘発電
位が記録され ， C M へ の 収束が 認めら れ た． 初期陽性波
の 立 ち 上 が り潜時お よび振幅 はそれ ぞ れ， 顔面刺激で
9．2 m se c， 118JLV， 前肢 刺激で 13．4 m se c， 190JLV，
後肢刺激で 16．8m s e c， 152FLV， 肛門周囲刺激で 15．8
m s e c， 193JLV， 骨盤神経刺激で 17．5m s e c， 110JLV で
あり， 立 ち上 が り潜時は骨盤神経刺激の 場合で最 も長
く ， 振幅 は骨盤神経刺激の 場合で最 も小さ か っ た ．
2つ 刺激の 強さ に よ る誘発電位 の 変化
骨盤神経に 与 える刺激電圧 を種々 に 変化さ せ る こ と
に よ る誘発電位の 変化 を図8 に 示 した ． 刺激電圧 を高
め て い く と 0．6V で 初め て有意な反応が得られ ， さら
に 刺激電圧 を高 め ると 反 応の振幅が増大す る が ， 5 V
以上 で は も はや 増強は認め な か っ た ． 立ち上 が り潜時
に つ い て は， 0．6 Vで は 26．3 m sec と長 か っ た が 1 V
以 上 で は 19．2 m se cで 変化 は み ら れな か っ た ．
3う 高頻度刺激 に よ る誘発電位の 変化
骨盤神経に 闘値上 の 電気刺激を種々の 頻度で与 え，
それ に よる誘発電位の変化 を図9 に示 した． 0．5 Hz 刺
激と 1Iiz 刺激で は反応に 著変 を認め な い が ， そ れ以
上 の 刺激頻度 で は振幅は減少 した． 1Hz 刺激で得 られ
た反応 の 初期陽性波の 振幅 に 対し，2 Hz 刺激 で得 られ
た 反応 の 振幅 は その 50％， 10 Hz 刺激 で は そ の 30％
で ， 刺激頻度の 増加と共 に さ ら に減少 し，15Hz 以 上 で
は反 応は得 られ な か っ た ．
4I 連続2発刺激 に 対す る誘発電位 の 変化
4
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Fig． 5． Ev oked potentials r e c orded in tr a n sv erse s ectio n of F2．O by electric stim ulation of
C O ntr alater alpelvic n e rv e． Bla ck dotsindic ate r e c o rded sites． F 2．O isthefr o ntalpla n e
of2．O m m ahe ad fro mthe z er ofr o ntalpla n e． Ho riz o ntalpo sitio n abo v e z e roisindic ated
H l．0， Whiletho sebelo w z er o a r edesign ated HMl．0， H－2．0， etC． inmillim ete rs． Later al
po sitio n sto the left orto the right ofthe mi dlin e a r edesign ated L l．0， L 2．0， etC． in
millim ete rs．
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骨盤神経 に 閥借 上強度 の 連続 2発電気刺激 を種 々
の 間隔で 与 えt それ に よる 誘発電位の 変化を図 10に 示
した
． 図 10の 右側の グ ラ フ は第 1刺激で誘発さ れ た反
応の 初期陽性彼の 振幅 に対 し て， 第2刺激 で誘発 され
た反応の初期陽性波の 振幅 を百 分 率で 表わ す． 刺激間
F 7．5
隔50m se cで 初 め て 明 瞭 に 第2刺激 に よ る 反応が認
め られ た
． 刺激 間隔の 延 長 に つ れ て， 第 2刺激 に よる
反 応 は 第 1刺激 に よ る 反応 に 近 づ き， 1 50m se cで
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Fig． 6． Distributio n ofe v oked pote ntials re c o rded in tr a nsv er s e se ctio n sfr o mF 2．Ot。 F 7．
5 by ele ctric stim ulatio n ofc o ntralate ralpelvic nerv e． The follo wing symboIs r epre s ent
a mplitude of 血st positiv e w a v e s 二． ， 25
－49JLVニ ． ，50
－99JLV芸 ．，10－149JLVi ． ，1a rger







骨盤神経の 視床髄板内核群 お よ び 中脳 へ の 投射
引 パ ル ビ タ ー ル 剤投与 に よ る誘発電位 の変化
骨盤神経電気刺激 に よ る誘発電位 に お よ ぼ す パ ル ビ
タ ー ル 剤 の 影響 を みる た め に ， 短時間作用性 の 性質を
もつ サイ ア ミ ラ ー ル ソ ディ ウム 20m gノ短 を経静脈的
に 投与 し， 誘発電位 の変化 を経時的 に 観察 し た く図
11． 図11 の左側 は， 投与前と投与後各時間の 誘発電
位 で あ り， 右側の グ ラ フ は初期陽性波の 振幅 の経時的
変化 を投与前 コ ン ト ロ ー ル に 対す る百分率で示 した も
の で あ る． 振 幅 は投与 10分 後 に は コ ン ト ロ ー ル の
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44％と最ノJlに な り， 以 後 しだ い に 回復 した． ま た， 立
ち上 が り潜時も コ ン ト ロ ー ル では 22．3m se c， 投与 10
分後 に は 25．6 m se cと最大 に遅延 し， 以後次第に コ ン
ト ロ ー ル に近づ い て き た．
工
． 中脳網様体 に お け る誘発電位
中脳網様体 に お い て も骨盤神経電気刺激 に よ り， 基
本的に 陽 一 陰 一 陽性の 3相性波が両側性に 得ら れ た．
初期陽性波が 25ノJV 以上 の 誘発電位 が得ら れ た 部位
は ， ほ ぼ 2つ の 領域に 限局 して い た． 1 つは中脳網様体
Table l． Late n cy a nd a mplitude of first po sitiv e w a v es
Initial late n cyくm se cI Du r atio nくm se cI AmplitudeくJLVl
くm ea n士S．D．1 くm ea n士S．D．1 くm ean士S．D．l
くn ニ 201 20．1士2．8
dors olate ralis くn ニ 151 15．6士1，9
C T T くn ニ 15I 16．5士3．2





Late n cy AnYIIitude
くm 8 8 CI 山VI
For 8fo ot
霊ニニごニV V二ご
一 － 9．2 1 1 8
－ ■． ． 13．4 1 9 0
－ － 1 6． 8 152
－ － － 1 5．8 1 9 3
ヰ 1 7．5 1 1 0
Fig． 7． Co mpa riso n of e v oked pote ntials r e c o rded in C M by ele ctric stim ulatio n of fa c e，
fo r efo ot， hindlimb， S e C O nd sa cr aln er v e， a ndpelvic n e rv e． Laten cy a nd a mplitude of first
POSitiv e w av e s a r e sho w n．
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背外側部であ りく図 4， 5， 郎， も う 1 つ は中心 被蓋路
を中心と した 領域 であ っ たく図 5， 6う． こ れ を初期陽性
波の 振幅が 50メイV 以上 の 大 き な 反 応の 得 ら れ た部位
に つ い て 限っ てみ る と， 中脳網様体背外側 で 上丘 の 深
部と， 中心被蓋路 に 限局さ れ たく図 5， 引 ． 上 丘深部 で
得られ た 反応 に つ い て は， 対側刺激の 場合， 初期陽性
波の 立 ち上が り潜時 は 15．6 士1．9m s e cくn ニ 15l， 頂点
潜時 は 28．3 士8．6m se c， 持続 は 28．1 士3．3m s e c， 振幅
は 75．8士26．1月V で あ っ た ． 中心被 蓋路 を中心 と した
領域 で は， 対側刺激の 場合， 初期陽性波 の 立ち上 が り
潜時は 16．5 土3．2 m se cくn ニ 15l， 頂 点潜時 は 31．5士
10．4m se c， 持 続 は 34 ．2士4．4 m se c， 振 幅 は 58，6士
32．3メJV で あ っ た く表い．
HI
． 赤核 に お け る 誘発電位
赤核は中脳被蓋に あり ， 細胞学的に 大細胞部分と小
紙部分に 分 けられ る． 骨盤神経電気刺激に よ り両側の
赤核で記録さ れ た誘発電位 は， 基本的 に 陽 一 陰 一 陽性
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Fig． 8． Cha nge of e v oked pote ntials re c o rd－
ed in C Mby v arying inte n sity of pelvic








の 3相性波で あ っ た ． 初期陽性波の 振幅が 25ノ上V 以上
の 誘発電位が得 ら れ た部位は， 大細胞部仇 小細胞部
分 の 両 部位 とも 広範囲 に わ た っ て い たく図2， 3， 4， 61．
小細胞部分 で は ， 初期陽性波の 振幅 が 50月V 以 上得ら
れ た 部位 は その 中心 部で あ っ たく図 2， 6う． 大細胞部分
で は ， 初期陽性波の 振幅 が 50ノJV 以 上 の 部位 はそ の 中
心 か ら腹側部に か け て で あ っ たが ， 特に 内側腹側部で
は 150ノノV 以 上 の 大 き な振幅の 反応が得 られ た く図3，
4， 鋸 ． 対側 刺激 の場合， 初期陽性波の立 ち上 が り潜時
は 17．7士2．5m se cくn ニ 15l， 頂 点 潜 時 は 32 ．9士9，3
m se c， 持 続 は 44．8士10．2 m se c， 振 幅 は 85．2士23．3
メV で あ っ た く表1う． 同側刺激 の 初期陽性波の 立 ち上
が り潜時は対側刺激の それ に 近似 して お り， 振幅は対
側刺激に よる そ れ の 平 均 93．9％で あ っ た
．
考 察
自律神経 を交感系 と副交感系 に 分類 す る こ と は
La ngley
1 31に よ り確立 され ， その 解剖学的特徴は， 前者
が 胸腰髄 圧ho r a c o－1umba r o utflo wl か ら出る の に 対
し， 後 者は脳幹お よ び仙髄 くcr a nio － S a C r alo utflo wl
Fr equ e n cy Ev oke d pote ntta1
0．5 Hヱ トノ へ レ 〆
1． 0 レ ヘ ー ル
2．0
十v へ ノ へ
5．0 ト J へ ノ
Jこ50 川
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Fig． 9． C ha nge of e v oked potentials rec o rd－
ed in C M by r epetitiv e electric stim ulatio n
Ofpelvic nerv e． Pelvic n e rv e w a s stim ulat
－
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Jnte r v al tjm eくm s e cI
Fig． 10 C ha nge of e v oked potentials r e c o rded in C M bydo uble electric stim ulatio n
ofpelvic ner ve．Leftニ Evokedpote ntials r espo nded to do uble stim ulatio n of v ario u s
inter v al ar e sho w n． Right二 A mplitude of fir st po sitiv e w a v e srec orded atsec o nd
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Fig． 11． Change Of e v oked pote ntials r e c o rded in C M bystimulatio n ofpelvic n erv e
afte rintr a v e n o u sly administr atio n of thia mylal s odiu m． T hia mylal s odiu m w a s
administr ated intr a v e n o u sly 20m glkg， Left二 Evoked pote ntials r e c o rded befo re
a nd afte r administratio n are sho wn． Right二 Am plitude of first po sitiv e w a v e s
after administr atio n a r e sho w n asper c e ntage to c o ntr ol．
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よ り出る こと で あ る
． 自律神経の本来の 定義 は遠心系
に 限 られ， 内臓の神経に 含まれ る求心 系の 成分 は， 一
般 の体性神経 と同等の も の と され た 川 ． し か し， 内臓神
経， 迷走神経 ある い は骨盤神経 な どの 内臓性神経 に は，
多量の 求心性緑綬が含 まれ 糊 ， 機能的 に はそ の 中の 遠
心性成分と は不 可分の関係に あ り， 自律神経 の 中に 求
心系を含め る研究者が多い ．
骨盤神経 の生理的意義 に つ い て は， 初期に は外生殖
器に 対す る血管拡張作用 の み が 注目 さ れ， Eck hard1 61
に よ っ て 勃起神経 くNn． e rigente sl と命名 され ， こ の
名称は今も な お 解剖学用語 と して 集録さ れて い る． し
か し， この 神経 の 機能は単 な る血管運動作用 に と どま
ら な い 点 よ り， Langley ら1 7ト1 91 は 骨盤神経 くpelvic
n e rv elと呼び， こ の呼称が よ り 一 般的 に用 い られ て い
る． 骨盤神経の求心性線維 に つ い て は， La ngley ら 瑚
は， ネ コ 骨盤神経 の有髄線推 3500本の う ち， 3分の 1
は求心性線経である と した ． Pat ton1 5りま， ネ コ の内臓
神経， 迷走神経， お よび骨盤神経の求心性有髄線推の
直径 を調 べ ， 内臓神経は 3心 4ノノ と 8ノ ー11ノ上 の 2峰性の
ヒ ス トグ ラム を， 骨盤神経 に つ い て は 3句 4月 に 最大値
を示 す単峰性の ヒ ス ト グラ ム を示 し， 骨盤神経 の直径
の ヒ ス ト グ ラ ム は迷走神経 の そ れ と 類似す る と 述べ
た
． イ ヌ
20I と マ ウ ス の 検 索叫 で は骨盤神経中の無髄線
推 は極め て少 ない ． 脊髄後根 で み られ る 骨盤神経求心
系の 伝導速度 は， ネ コ で は 福 田2 21は 8■ 勺 10mノse c，
01iv erら2 3I は 3へ 100mノse cく平均 33．8mls e cl， Ryall
ら 細 は 40mls e cに も ピ ー ク を持 つ が 多く は 6mls e c
で ある と した． Ya m a m ot らu お よ び山本引 は， ネ コ
骨盤神経電気刺激 に よ り S2後根 か ら 得 られ た 神経電
気記録図か ら， 伝導速度が 50， 25， 12mls e cに それ ぞ
れ ピ ー ク を持 つ 3つ の求心性成分を示 し， そ れ ら のう
ちの大部分は 25mIs e c以下 の も の である と した ．
誘 発電位 の成因 に つ い て は 種々 の 考 え が あ る
．
Cohen ら2 51 は 末梢体性神経刺激 で 視床核か ら得 ら れ
る 30m se cの 初期陽性成分 を持 つ 誘発電位 を記録 し，
そ の 上 昇相に 大き な ス パ イ ク を認 め， こ れ を細胞の 放
電に よる もの と推定 し， 陽性相 を後 シ ナ プ ス 電位と 考
えた． 一 方 ， 誘発電位 の 初期陽性相 を M a rsbal126I は内
側毛帯の軸索 と終末部の陽性 ス パ イ ク の加重 に 求 め，
Mo u ntca stle ら2 7ン は求心性イ ン パ ル ス と考 えた ． 本実
験 で は 陽 一 陰 一 陽性 の 3相性 の 誘発電位 を記録 し た
が， 初期陽性相 のみ を と っ て も そ の 構成要素 に つ い て
は種 々 の 可能性が あ り， そ の結論 は得 られ な い ．
骨盤神経求心路 に つ い て は 系統的に 研究が な され て
い る． 山本 らり2川 6ト射 はネ コ に お い て 骨盤神経 の 求心
系 は Sl と S2 後根 を経 て仙髄 へ 進 入 し て い る と 述 べ
た
． 沖 瑚 は， ネ コ 骨盤神経電気刺激に よ る脊髄 か ら の
誘発電位 を記録 す る こ と に よ り， その 髄 節分布と 灰白
質 で の 分布 を検討し， 主 と して S2 の 後角の 頸部， い わ
ゆ る Re x ed V層 に 高電位 の反 応を記録 した ． Mo rga n
ら2 91 は ho rs e r adish per o xida seを用 い た組織学的実
験 で， 骨盤神経求心 系の 主 な線推 は Re x ed V． VI層に
投射 す る と報告 した． 骨盤神経求心系の脊髄内上行路
に つ い て は， 山本ら1 刷 6ト 81 は下部胸髄 お よ び腰髄 で
は側索 の背側部 を占め， 上 部頚髄 で は側索の 側方で表
面に 近 い 限局 した 部位 を通 る と述 べ た． 北村 ら9I は骨
盤神経電気刺激 に よ る誘発電位 を脊髄内で記録 し， そ
の 反応 は両側性 に 脊髄側索か ら得られ ， 上 部頸髄で は
前側索か ら， 下 部胸髄 で は後僻索を中心 に得ら れ， 後
索か らは得 られ なか っ た と述 べ た． 延髄， 橋 レ ベ ル で
は， 山本 らり2川 6ト 8Iは 延髄下オ リ ー ブ核 の 高 さ で 外側
網様体 に 達 す る と述 べ た ． 石黒 抑 は ネ コ 骨盤神経電気
刺激 で 下位脳幹網様体 か ら誘発電位 を記録 し， 橋 では
吻側の背外側網様体， 延髄 で は腹外側網様体で最 も高
電位の も の が誘発 され ， 背側網様体 お よ び腹内側網様
体で も記録 した． 富子 3り は， ネ コ 骨盤神経直腸枝 およ
び膀胱枝 をそ れ ぞれ 電気刺激 し， 両校 の 下位脳幹 で の
誘発電位分布を比 較 し， 中部延髄の 背外側部孤束近傍
で は特 に 直腸彼 の投射が優勢で ， 延髄腹外側網様体で
は両校の投射間 に 抑制的相互干渉が認め られ ると述べ
た
． 視 床で は， 永谷 ら 川 が 毛帯系の終末で あ る後外側
腹側核 くv e ntr alpo ster olate r aln u cle u s， V PU へ の
投射 に つ い て報 告 し， 陽 一 陰 一 陽性の 3相性波が両側
性 に V P Lの 背外側部 で 得ら れ ， 初期陽性波 の立 ち上
が り潜時は 12．3士1 ．4 m s ecで あ る と 述 べ た． 大脳皮
質 に つ い て は， 長谷 川 らlり が ， a nte rio r sigm oidgyr u s
の後部， pO Ste rio r sigm oid g yr u sの 前部， Orbital
S ulc u s後端沿い の e cto sylvia n gyru sの 前部， Orbital
g yru s， m a rgin al g yru s前部 か ら両側性 に 誘発電位を
記録 した ．
視床 断位 に お ける末梢知覚 の 投射路に 関して毛 帯系
く1e m nisc al systeml と毛 帯外系 くe xtr ale m nis c al
SySte ml の 両者の 存在は よ く知 ら れ て い る ． M o unト
C a Stle ら2 71や Hu nt ら321 は， パ ル ピッ レ ー ト麻酔下 に
お い て 視床腹側核群 くventroba s alc o mple x， V Bl の
一 部 に 触覚 に よ っ て活 動さ れ る細胞 が存在す る こ と を
明ら か に し， 対側の V Bに お い て体 局在性 に 投影して
い る こ と を示 し ， 毛帯系の 求心 性線推 の 伝達様式の 特
異性 を報告 し た． そ れ に 対 しSta rzl ら3 313 41， Fre n ch
ら3 5さ は， こ の 毛 帯系の ほ か に こ れ らの 求心 感覚路 から
側杖が出て 脳幹網様体 を上行 し， 視床 内側部核な い し
髄板内核群 に投射す る視床汎性投射系が存在す る こと
を報告 し， 毛帯 系に 対 し毛帯外系と呼んだ ． こ の 求心
感覚路 は， 潜時 ， 持続時間等の 生 理学的性格 を毛帯系
骨盤神経の 視床髄板内核群 お よ び中脳 へ の 投射
と は異に し て い る
． 神経解剖学的検索 で は Na uta 染色
の 応用 に よ り C M に 終 わ る 一 次変性線椎が あ る こ と
が， Na uta ら
3 6I
， Ande rs o nら
371
， Bowshe r3 813
9りこよ っ
て明 ら か に さ れ ， 形 態学的に も 脊髄前側索を介 し視床
髄板内核群， 特 に C M に 上行す る線推が 明 ら か と な っ
た
．
こ の 脊髄前側索 お よ び 前索 を上 行 す る経路 を久
留相 は 3つ に 分類し た． 第 1の 外側脊髄視床路は， 痛
覚を伝導し， 脊髄 で は錐体路 に接 して 歯状靭帯の やや
後ろよ り そ の 前方の 限 られ た範囲を占め ， 延 髄下 部で
は三 叉神経延髄路 の 直腹側周辺 に 位置 し， 延 髄上端 で
は錐体と顔面神経の 出 口 と の あ い だ， 橋で は外側毛 帯
内およ び下 丘 の 腹外方， 中脳 で は 内側 毛帯の 背側端 に
接して位置 し， 次 い で視床の V P Lに 至 る． 第 2の 前脊
髄視床路 は， 原始的触覚 を伝 え， 脊髄前索を上 行 し，
延髄で は外側脊髄視床路の 内側， 中脳 で は その 内側に
近接 し内側毛帯 に 密 に 交わ り V PL に 達す る． 第3 の
経路は脊髄延髄路 で あ り， 脊髄 で は外側 お よび 前脊髄
視床路 の 中間に 位置 し なが ら上 行 し て 延髄 に 終わ る
が， さ ら に 視床 を介 し大脳皮質 へ 至 る経路が存在す る
と推定 して い る ． 一 方 ， 脊髄視床路 を新脊髄視床路
くneo spin othala mic tra ctl と古脊髄視床路 くpale o－
spin othala mictr a ctlに 分類する 考えが ある
41ト4 51
． 前
者は脳幹 で は被蓋外側部と内側毛帯の 一 部を形成 して
視床の V B， 主 と して V P Lに 終わ り， 後者は脊髄網様
体視床路と も呼ば れ， 脳幹網様体内側 を経由 し， い く
つ かの ニ ュ ー ロ ン を変 えて上 行す る多 シ ナ プ ス 性の 経
路で ， 視床髄板内核群 に 終わ る経路で あ る． 両者の 関
係に つ い て は明 らか で な い 欄 ． また 脊髄視床路 に 関 し
ては動物の 種 に よ る差異 が 著明 で あ る． ヒ トの 脊髄視
床路の線推 は， M a rchi染色法 で は 大 部分 の 線推 は
VP Lに 終 わ り， ごく 少数の 線推が髄板内核群 に終 わる
が， ネ コ の 脊髄 で は視床 に 直接線維を送るの は上郡頸
髄の み で あり ， ヒ トの 外側脊髄視床路 に 類似す る走行
をと る の は， 第1へ 第 2頸 髄の 外側頸核 よ り 出る頸髄
視床路 で ある 仰 ． しか も， この 核はイ ヌ お よ び ネ コ で は
著明 で あ るが ヒ ト に は 認め られ ずサ ル に お い て わず か
に 存在す るの み で あ る．
毛 帯外系や古脊髄視床路 の 視床断位 に お け る終末で
ある髄板内核群の う ち， 特 に C M は その 基幹 を な して
い る ． Kr ugerら
4 8I
， Albe
－Fes sa rd ら4 91 は CM に お い
て 侵害刺激 に よ る電位発射を記録 し， 療病知覚 に お け
る髄板内核群の 意義 を深め た． 彼ら は四 肢に 刺入 した
ス チ ー ル 針 を介 し て 電気刺激 を与 え誘発電位 を記録
し， 前肢 刺激 に対 し潜時 11．5 へ 12．2m se c， 後肢刺激に
対して 16．2 m se cの 反応 を得た． そ して C Mで はす べ
て の休部か ら反 応が得 られ たが ， 体局 在性は明確 で は
な か っ た と述 べ た ． Do ng ら 抑 の 報告 で も 同様 に 体局
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在性 を認め な か っ た
．
内臓神経電気刺激に よ る C M で
の 誘発 電位 の 記録に つ い て は渡辺5 り の 報告が あ り， 両
側性 に 潜時 17．7士1 ．7 m s ecの 反 応 を記録 した． 迷走
神経 の C M へ の 投射に つ い て は， Dell ら5 2 ト 541が ネ コ
を用 い て潜時 の長い 反 応 く15旬 20ms ecつ を 2－ v 3個 の
反復電気刺激 で 得て い る． 浜辺 551 は 一 側の 頸部迷走神
経を電気刺激 して誘発電位 を記 録して い る が， 視床 断
位に お い て は C Mで 両側性 に 最 も多く の 点 で 採取 さ
れ ， その 平 均潜時は 16へ 一17m se cで ある と述べ た ．
本実験で ， 骨盤神経刺激 に よ り視床髄板内核群 に お
い て， 主 と して C M と P fに お い て， 両側性に 陽 一 陰
一 陽性の 3相性波が得ら れ たく図1， 21． 反応が 得ら れ
た 部位 は C Mの 広範囲に わ た っ てお りく図 1， 2， 6う，
V P Lで は最外側部の 背側 に 局在 して い た と い う 永谷
ら 川 の 報告と対照的で ある ． 初期陽性波の 立ち上 が り
潜時 も V P Lで は12．3土 1．4 m s e cで あ る の に 対 し
C M で は 20．1士2．8 m s ecで あ り，両者に は顕著な差が
認め られ た． ま た C Mの 中で 骨盤神経刺激に よ り大き
な振幅の反応が得ら れた部位 に 電極 を固定し， 各体表
に電気刺激を行 なっ たと こ ろ， 四肢と脹幹の 体表刺激
で 反応が得 られ ， 収束が認 め られ たく図71． 立 ち上 が
り潜時 は前肢刺激で は 13．4 m se c， 後肢刺激で は 16．8
mse cで あ りく図 7l， この 結果 は Albe－ Fe ss a rd ら4 91 の
結果 と ほぼ 一 致 して い る． 骨盤神経刺激 に よる 反応 の
立 ち上 が り滑時と振幅が 17，5 m s e c，110pV で あ る の
に 対 し， 骨盤神経 と ほ ぼ 等距離で ， S2 知覚領域 で あ
る 抑 肛門周 囲の 皮膚刺激 で の そ れ ら は， 15．8 m se c，
193声V であ りく図 7う， 骨盤神経の 方が立 ち上 が り 潜時
は長く， 振幅 は小 さ か っ た ． こ れ らの 事実は， 骨盤神
経の CM へ の 投射 は体性神経の それ に比 し， 多 シ ナ プ
ス性， 細線維性の 他 に ， 投射量 が少な い こ と を示 唆す
る ． C M で 骨盤神経刺激に よ り得ら れた反 応の 分布 は
広範囲 に わ た り， 局在が 明確で な か っ た とい う こ とく図
1，2， 6フは， 体性神経や内臓神経 の C M での 局在が は っ
き り しな い と い う過 去の 報告48ト5 01に 類似す る
．
パ ル
ビ タ ー ル 剤の 神経系に 対する 作用 に つ い ては多く の 研
究が あ る． Fre n ch ら5 71は ， 体性感覚誘発電位は脳幹網
様体に お い て は， 大脳皮質知覚領に お け るよ り も遥か
に 著明 に ベ ン トパ ル ビタ ー ル に よ っ て 抑制さ れ た の
で ， こ の 薬剤の 麻酔機序 は脳幹 に 働く と推論 した ．
Albe－Fe ss a rd ら5 81は ， 視床 の C M を経て大脳皮質 に
投射す る体性感覚誘発電位の ペ ン トパ ル ビタ ー ル に よ
る抑制 を観察 した． Ya m a m ot ら 瑚 は， 大脳皮質 お よ
び脳幹網様体の 誘発単位発射を同時に 記録 する こ と に
よ り， シ ナ プス を多く 含む経路 ほ ど この 薬剤に 敏感 で
あ ると 主張 した ． A br aha mia nら6 01は パ ル ビタ ー ル 剤
は毛 帯外系を抑制 しな い こ とを観察 した． 本実験 に お
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い て ， サイ ア ミ ラ ー ル ソ デ ィ ウム の 投与 に よ っ て 反 応
は抑制され たく図1い ． ま た， 連続2発刺激 に よ る 回復
曲線 で は ， 完 全な 回復 に 400m s e cの 刺激間隔 を要 し
く図 101， 15 王iz 以上 の 高頻度刺激 で は反応が得 ら れ
なか っ たく図鋸． さ ら に C M では誘発電位 の 立 ち上 が
り潜時が長い く表 1コ． こ れ らの 所見は骨盤神経求心系
の C M へ の 投射経路 は脳幹網様体 を介 した 多 シ ナ プ
ス 性で あ る こ と を明示 し， こ の 経路 は体性神経と同 じ
く毛帯外系に 属 し， 古脊髄視床路 を上 行し て い る と推
定 され る ．
中脳 レ ベ ル に お け る上 行路 に つ い て は， M ehle rら6り
は サ ル の 脊髄前側索の 切戟実験 に よ っ て上 丘 の深部に
脊髄視床路を見出 した． Robe rts o nら8 21 は， ネ コ に お
い て尾側橋 の神経細胞の 多く は 中脳 レ ベ ル へ は網様体
の ほ ぼ中心部 を通る中心被蓋路 と上 丘 の 深 層に線維 を
送る と報告 した． M o rin6 31 はネ コ 体性神経 の電気刺激
によ り， 中脳被蓋の 外側 と内側へ の 投射 を見出 した．
内臓神経電気刺激 に よ る 中脳網様体 で の誘 発電位 の記
録に つ い ては ， 渡辺5り が 中心 被蓋路 に お い て 両側性 に
薄暗 15．9士0．5m s ecの 誘発電位 を記録 し た． 迷走神
経の電気刺激 に よ る誘発電位 は， 浜辺 551が 中脳網様体
と中心灰白質 に お い て両側性 に 記録 し， 潜時は 前者 で
は 11．7 m sec， 後者で は 12．Om s e cと報告 した ．
本実験 で は， 中脳網様体 に お い て 骨盤神経電気刺激
に よ り 50ノJV 以上の 誘発電位 が得 ら れ た 部位 は 2 つ
の領域であ っ た． 1 つ は中脳網様体背外側部 であ りく図
4， 5， 即 ， こ の部位 は内側毛帯 の 背外側部で ， 外側脊
髄視床路 に 相当す る． 他 の 1 つ は脊髄網様体視床路に
相当す る中心被蓋路 を中心 と し た部位 で あ る く図 5，
郎 ． これ らは， 体性神経の 伝導路 に ほぼ 一 致 し て い る ．
赤核 は 解剖学的 に 中心被蓋 で は最 も明瞭 な核 で あ
り， 細胞学的 に は尾側の 大神胸部分 と吻側 の 小細胞部
分よ り成 っ て い る 叫 ． Ma s sio n ら85J はク ロ ラ ロ ー ゼ麻
酔下 の ネ コ で， 体性神経の電気刺激 に よ り大細胞と 小
細胞 の 両部 位 か ら 誘発 単 位発 射 を記 録 し た ．
Nakaha m aら66Jや Nishioka ら671 は， ネ コ に お い て
体性感覚の赤核大細胞部分 へ の 投射 に つ い て調 べ ， 有
効な刺激 は皮膚 へ の 触知や 関節 の 動 き な どで あ り， そ
の 投射 に 体局在性の 再現性 を認め， 顔面は 背外側 へ ，
頸部は背側 へ ， 背部か ら尾部 に か け て は腹側 へ 投射 し
てい る と報告 した． La rse nら6 8I は ， サ ル に お い て電気
刺激で赤核か ら体性感覚の 誘発単位発射 を記録 し， 小
紙胞部分と大細胞部分に 連続性 の あ る体局在性 を認め
た． 一 方で
J
Nishioka ら6 71 に よ れ ば， 体性神経 の 赤核大
神胸部分 へ の 投射 は， 特殊投射系の 視床や大脳皮質の
投射に 比 べ て 広い 範囲を占め ， 一 部 の ニ ュ ー ロ ン で は
身体各部位の刺激 に対 し 一 様 に反 応 が得 られ ， それ は
赤核尾側 の 部分 に 多く み ら れ る． ま た， Fa n a rdjian
ら 吋 や G he z7 0Jも 赤核 の 大部分の 細胞は身体 の 広し1範
囲か ら投射 を受 け て い ると 述 べ て い る
． 本実験 で骨 盤
神経電気刺激に よ り赤核の大細胞部分 ， 小細胞部分の
い ずれ か ら も陽 一 陰 一 陽性 の 3相性波が広範囲に 両側
性 に 得 られ ， 特 に そ の 内腹側部 か ら 150メV 以上 の 大
き な誘発電位が得られ た く園 3， 4， 引 こ と は， 体性神
経 に つ い ての報 告6 6ト 細 と類似 して い る．
赤核 へ の 体性神経 の 投射 は主と して 小脳核 お よ び大
脳皮質 か らで あ り， 脊髄 か ら 赤核 へ の 直接の 求心路 は
証明さ れ て い な い3 6馴 腑 ． し か し N ishioka ら6 71は， 体
性神経触覚刺激 に よ る赤核 で の 誘発電位発射 を， 小脳
除去や大脳皮質除去後 に も検出で き た こ と よ り， 小脳
や大脳皮質 を介 さ な い 脊髄 か ら赤核 へ の 投射が あ ると
推定 し た． 本実験 で骨盤神経電気刺激に よ り赤核 から
得 られ た誘発電位 の 立 ち上 が り薄暗 く表 い が ， 大脳
皮質誘発電位 で 報告さ れ た そ れ1り に 比 べ 短い こ と よ
り， 骨盤神経求心系の 一 部に 大脳皮質を介 さ ない 赤核
へ の投射経路の存在が推定され る ． ま た ， 骨盤神経刺
激に よ る赤核 で の 誘発電位 は C Mで の そ れ に 比 し て，
短港晴， 大振幅 で あ りく表11， 赤核が機能的 に 重要な
核 で あ る こ と を示 すが ， 赤核が 上 位脳 へ の 中継を なす
か ， あ る い は 反射中枢と して の 働 き をも つ か に 関して
は明 ら か で な い
．
結 論
浅麻酔非動化 ネ コ の 骨盤神経 を電気刺激し， 毛帯外
系 に 属す る視床髄坂内核群， 中脳網様体， お よ び中脳
網様体 の ほ ぼ中央 に位置 する 赤核 に お い て誘発電位を
記録 した ．
1 ． 視床髄板内核群 で は， 主 と し て 正 中中心核と束
傍核 か ら陽一陰一陽性 の 3相性波が両側性に 広範囲に
得 られ た． 初期 陽性波の 立 ち上 が り 潜時 は20． 1 士2．8
m se cくn ニ 20l， 持続 は 65．4士24 ．4m s e c， 振幅は 62 ．6士
42．9声V で あ っ た ．
2 ． 祝床髄坂内核群 の 基 幹で あ る正 中中心核 に お い
て ， 15 Hz 以 上 の 高頻度刺激で 反応が 消失し， 連続 2発
刺激 に よ る 回復過程 で は完全 回復 に 400m s e cの 刺激
間隔 を要 した． 骨盤 神経刺激 に よ り最大 の 反応 が得ら
れ た部位に 電極 を固定 し， 体表皮膚節 を電気刺激 した
と こ ろ， 体表刺激に よ る誘発電位が得 られ ， 正 中中心
核 へ の 収束 を認 めた ． サ イ ア ミ ラ ー ル ソ デ ィ ウ ム 20
m gノkg の 経静脈的投与 に よ り反応が 抑制さ れ， 完全回
復に 120分 を要 した．
3 ． 中脳網様体で は背外側部 の 上 丘 深部 と中心被蓋
路 の 2 つ の 領域 か ら， 陽 一 陰 一 陽性 の 3相性波が両側
性に 得 られ た． 初期陽性波 の 立 ち上 が り潜時は前者で
骨盤神経の 褐床髄板内接群お よ び中脳 へ の 投射
は15．6士 1．9 m se cくn ニ 15l， 後者で は 16．5士3．2 m se c
仁n 二 15l， 持続 は前者で は28． 1 士3．3 m se c， 後者で は
34．2 士4．4 m s ec， 振幅 は前者で は 75．8士26．1JLV， 後
者で は 58，6士32．3ノ上V で あ っ た ．
4 ． 赤核で は大細胞部分と 小細胞部 分 の 両部位 か ら
広範囲 に わ た っ て， 陽 一 陰 一 陽性の 3相性波が両側 に
得られ ， 大網胸部分の 内側腹側部 で は 150ノ上V 以 上 の
大き な振幅の 反応が 得ら れ た． 初期陽性波 の 立ち上 が
り港晴 は 17．7士2．5m s e cくn ニ 15l， 持続は 44．8士10．2
m s e c， 振幅 は 85．2士23．3FEV で あっ た ．
以上 よ り， 骨盤神経求心系は視床髄板内核群， 中脳
網様体お よび 赤核 へ 投射 し， 正 中中心 核 へ の 投射は体
局在性 を示 さ ず， 脳幹網様体 を介した 多 シ ナ プ ス 性の
反応で あ ると 推定さ れ る．
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Abstract
Pr oje ctio n s of pelvic n e rv e affe re nts to t he intrala min a r n u clei， m e S e n C ePhalic r etic ula r
fo r m atio n
，
a nd the r ed n u cle u s w e r e studied by a v e r aged e v okedpote ntialsin slightly a n e st hetiz－
ed a nd im m obiliz ed c ats ． In t he intr ala min a r n u clei
，
tripha sic po sitiv e－ n egative－POSitiv e w ave s
160 若 松
W e r e re C O rded bilate ra11y fr o m br o ad ar e ain the c e ntr o m edia n a nd pa r afa s cicula r n u clei． T he
initial late n cy of fir st po sitiv e w av e s w a s2 0．1士2．8 m s e cくn ニ2 0I， their du ratio n wa s65．4士2 4．4
m se c a nd their am plitude w a s62－6士42．9 pV． In the c e ntro m edia n n u cleu s，t he ev okedpote ntial
V a nished at repetitive stim ulatio n of 1 5 Hz a nd abo v e． At do uble stim ulatio n ofpelvic n e rv e， a
Stim ulusinter v al la rge rtha n 4 0 0m s e c w a s n e eded fo r co mplete r e c o v e ry ofr e spo n s e． Unde r
intra v e n o u s administratio n ofthia mylalsodiu m く2 0mglkgl，t he e v oked pote ntialw a s s up pres sed，
a nd a ninte rval of 1 2 0min ute s w a s n e eded fo r c o mplete r e c o v e ry ofr e spo n s e． In m e s e n c ephalic
reticula rfo r m ation ， tripha sic positiv e－ negative－PO Sitiv e w av e s w e r e r e c o rded bilate r ally fr o mtw o
a r e as． On e w a s ado rs olate r al ar e a of m e se n c ephalic retic ula rfo r m atio n and the othe r w as a
Centraltegm e ntaltr a ct． In the do r solate r al ar e a of m e s e n c ephalic r etic ularfo r m atio n，theinitial
late n cy of first po sitiv e w a v es w as 15．6土1．9 m s e cくn ニ1 5l， t heir du ratio n w a s2 8．1士3．3 m se c
a nd their a mplitude w a s7 5．8 士2 6．1pV． In the c e ntr altegm e ntaltr a ct，t heinitial late n cy of first
PO Sitiv e w av e s w a s1 6．5士3 ．2 m s e cくn ニ1 5J， theirdu r atio n w a s3 4．2士4 ．4 m s e c a ndtheir a mplitude
W aS 5 8．6 士32．3 pV． In the red n u cle u s， tripha sic po sitiv e
－ n egativ e－PO Sitiv e w a v e s w e r e r e c o rded
bilate rally fr o mbr o ad are a of m agn oc ellula rpa rt a nd pa rv O C ellula rpa rt ． Pr o min e nt re spo n se s
Wit hthe first po sitiv e w av elarge rtha n 1 5 0pV in a mplitude w ere re c orded fro m v e ntral m edial
Pa rt Of m agn o c ellula rpa rt ． T he initia1 1ate n cy of firstpo sitiv e w a v e s w a s1 7．7士2 ．5 m se cくn ニ1 5J，
their du ratio n w as 4 4．8士1 0．2 m se c a nd their a mplitude w a s8 5．2士2 3．3 pV ． T he pre s e nt study
Sho w spelvic n erve affe r e nts a reprQje cted to the intr ala min al n u clei， m e S e n C ePhalic r etic ular
fo r m atio n
，
a nd the r ed n u cle u s
． It is suggestedthatpelvic n e rv e affe r e ntpathw ayto the c e ntro－
m edian n u cle u sis polysyn aptic in n atu r e a nd pa s se sthr o ugh the reticular fo r matio n of brain
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